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地震発生時，私は合同研究棟 5 階の研究室にいまし
た．携帯電話の地震速報をいつものようにゆったりと
聞き流して，そのまま作業を続けていたところで揺れ
が始まりました．これまで経験した地震とは違う，と
いうことに気づくのにそれほどの時間はかかりません
でした．水平方向に叩きつけるかのような揺れが始ま
り，反射的に立ち上がって机の後ろに置いていた固定
されていない木製の本棚を手で押さえました．デスク
トップ型のパソコン本体が机の上で歩いているかのよ
うに弾み，勝手に再起動を始めました．その後の揺れ
のなかで，部屋の電気は数回点滅して完全に消えまし
た．立っていることにも困難を感じつつあるなかで，
必死で押さえた本棚は，背板が抜け，収納物がすべて
足下に滑り落ち，すねの中程までが紙類で覆われまし
た．一方で，スライド式の書架は揺れる度に大きくし
なりながら研究室の中程まで本を何度も何度も吹き出
しました．床に落ちた本は揺れにあわせてその高さを
増しながら波のように押したり引いたりを繰り返しま
した．とても長い時間揺れていたように感じました．
地響きあるいは地鳴りのような音も感じました．
その揺れが収まった後，同じフロアにいたある先生
が「大丈夫ですか」と廊下から各部屋に呼びかけてい
る声が聞こえ，我に返りました．また，いつから鳴っ
ていたのか，火災報知器のベルが聞こえました．外に
出なければと思い，本の間から足を抜くと，履いてい
たサンダルが脱げてしまいました．机の横に揃えてお
いたはずの靴も本に埋もれた上に揺れで移動してし
まっており，なかなか見つかりません．また，鍵をか
けていたはずの窓ガラスが全開になっていたのも私を
驚かせたことのひとつです．靴を発見後，罪の意識を
感じながらも床に落ちた本の山の上を渡り，扉まで移
動しました．しかし，内側に開く構造になっているそ
の扉は，床の上に積み重なった本によって押さえつけ
られているような状態で，まったく動きません．改め
て紙の重さを実感しながら，扉の前の本を移動させ，
ようやく自分が出ることができるくらい扉を開ける
と，廊下は白い煙のようなもので覆われていました．
その煙幕状のものが薄いように見えた西側の階段へ
向かって，移動を開始しました．同じフロアにいた先
生方はすでに避難された後のようでした．私はそのま
ま西側階段を下り，外へ出ました．建物の西側出入り
口周辺で先生方と声を掛け合った後，東側に回りまし
た．そして，外から見てはじめて，自分たちがいた 5
階のすぐ上にある屋上の棟屋が損壊していることを知
り，衝撃を受けました．教員・職員の皆さんと無事を
確かめ合いながら，これが授業中に発生した地震だっ
たとしたら学生とともにスムーズに避難することがで
きただろうかと考えさせられるとともに，この時はじ
めて，自分自身が川内北キャンパスの避難場所を知ら
なかったことに気づきました．また，強い余震が繰り
返すなか，上着や貴重品を取りに建物に戻るタイミン
グも難しく，寒さを口にする教職員が多かったことが
印象に残っています．
あの日から 1 年がたとうとしています．講義棟で頻
繁に行われた教員会議，合同研究棟からの荷物搬出作
業，講義棟の教室を研究室として共同利用したこと，
仮設研究棟設置に向けたWGでの議論，などなど震災
を契機に経験したさまざまな出来事が思い起こされま
す．しかし同時に，私自身の記憶のみならず，学内に
震災特集
所感－東日本大震災の経験から
猪 股 歳 之 1）＊
1 ）東北大学高等教育開発推進センター
＊）連絡先：〒980－8576　宮城県仙台市青葉区川内41　東北大学高等教育開発推進センター　inomata@m.tohoku.ac.jp
─  248  ─
おけるそれらの経験や記憶が薄れつつあることも実感
しています．これは単に時間の経過によるものだけで
はなく，記憶をたぐる，あるいはそれらを残していく
きっかけが低減してきていることによるのではないか
と感じます．施設設備といった物的側面の復旧が進め
ば視覚的なきっかけが低減するのはもちろんのこと，
教育・研究の正常化を目指すことは震災の影響を表面
化させない，あるいはそれを最小化しようとすること
にもつながるからです．
震災後の高教センターの活動でも，震災を言い訳に
しないという姿勢がはっきりとあらわれていたように
感じています．そして私自身も今年度の授業で意識し
たのは，少なくとも例年通りであること，でした．授
業開始が遅れ，夏休みもほぼ返上での授業実施は，や
むを得ないこととは言え，学生にとっても負荷がかか
るものであったであろうことは想像に難くありませ
ん．また，私たちも，合同研究棟が利用できず，研究
室から最小限の資料等を持ち出し，講義棟の教室を共
同利用しながら迎えた授業期間でしたが，むしろそう
した状況であったがゆえに例年通りの授業を実施した
いと考えていました．例年通りの授業を実施すること
が達成できたのかどうかはわかりませんが，その過程
で感じたのは，震災に関わる記憶が忙しさとも相まっ
て急激に薄れていく感覚でした．そして，この震災に
関わる経験の風化と喪失がさらに進む前に記録として
残しておくことの重要性を強く認識しました．
そこで，地震発生時の経験や記憶を可能な限り蓄積
し，保管しておくため，2011年11月に実施された「第
9 回東北大学学生生活調査」では今回の震災における
学生各自の行動と大学の対応に対する評価についての
質問項目を設けました．それらの結果の概要は本誌に
も掲載されていますが，学生からは，物的損壊と電力
喪失を踏まえた大学からの安否確認や情報発信の方法
改善，学内での避難訓練や避難場所周知の重要性，災
害対策物品や食料備蓄への要望など，大きな災害が発
生する前に対策を講じておくことが可能な点も多く指
摘されています．こうした声を，東北大学の，そして
全国の大学の今後の災害対策にしっかりと反映してい
ただけるよう，情報の整理，発信を続けていきたいと
考えています．
